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（３）心肺蘇生法・ＡED講習会 
  教職員全員が参加し、講義１時間、実技２時間を

通して、心肺蘇生法、ＡＥＤの操作を確認し、児童

生徒の安全について学習した。 
（４）防犯教室・職員防犯訓練 
  不審者侵入時における校内体制の確認、初期対応 
 の方法を学ぶことをねらいとして訓練を行っている。 
 「不審者が学校に入ってきたら」という内容の事後

学習を行い、児童生徒の防犯への意識が高まった。

職員防犯訓練では、警察署員に不審者役をお願いし、

「さすまた」を使って実践的な訓練を実施した。 
（５）緊急捜索訓練 
  児童生徒が授業中に行方不明になったことを想定

し、行方不明時マニュアルに沿って捜索訓練を実施

した。 
（６）ゴーヤ大作戦 
  高等部生徒と釜石高校全日制・定時制生徒が合同 
 で「ゴーヤ大作戦」に取り組んだ。高等部環境委員

会が栽培し、「ゴーヤのグリーンカーテン」を釜石

高校校舎周辺に設置した。活動を通して、釜石高校

生徒との交流の機会を持つことができた。 
（７）学校防災研修会 
  教職員対象に実施した。大雨を想定しワークショ

ップ形式で研修を行った。実際の災害を想定するな

かで職員の防災意識の向上が図られた。 
 
 
 
 
 
 
（８）非常食体験 
 災害を想定した非常食体験を学部ごとに実施し

た。カレーライス、乾パン、飲料水を食事体験した。

生徒・職員ともに防災への意識の向上を図ることが

できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 取組の成果と課題 

１ 成果 

  東日本大震災の教訓をもとに、様々な自然災害に

備えるために、本校の学校経営計画にある防災教

育・復興教育に関する内容・ねらいを明確にすると

ともに、毎年実施している計画については必要に応

じて見直しを図り、訓練、体験学習、研修会を推進

してきた。それらを通して児童生徒は、災害に対す

る知識を身につけたり、危機意識や防災への関心の

高まりが少しずつでもみられた。 

  防災教育・復興教育の充実を本校の重点に掲げ、

地域に生きる教育として、地域資源を活用しながら

様々な学習活動を児童生徒・各学部の実態に応じて

取り組むことができた。また、「いわての復興教育」

の教育的価値である「いきる」「そなえる」という

部分で児童生徒・職員が考えて体験するよい機会と

なり成果につながったと考える。 

 

２ 課題 

  東日本大震災から９年が経過し、現在は震災時に

在籍していた職員が数名しかいない状況になった。

いまだに仮設住宅で生活している生徒もいる中で

ひとりひとりが日常生活でどのように防災意識を

持ちながら学校生活・地域生活にとりくんでいく

か、地域と学校とがどのように連携して防災教育に

取り組んでいくかなどが課題として挙げられる。ま

た、学校全体や学部ごとに行われる各訓練や非常食

体験などにおいて、児童生徒個別のねらいや目標を

定めて具体的な指導・支援計画を明記し、それに対

する評価を行い、防災意識の向上へとつなげていき

たい。これらのことを今後も継続して取り組むこと

が課題として考えられる。 

  

 

 


